
海住山寺総合制査報告 (1) 

美術工芸研究室 ・ 歴史研究室

百，rn－：山寺よりの依頼をうけてII（｛和49年6 Jl同寺J別式文化財の総介おHf.を尖l庖した。 この調査

により多くの新資料を仰ることができたが， そのt I lの主なもの若｜：を選んでここに紹介する。

なお調査米fのものも数多く残されており． 引統き訴Hf.を予定している。 いうまでもなく， 海

fi: 111 �11：は京間IJ付制l栄HII加此lllf例l併にあるf,,(:IJで， その自IJ.illは天平7年（735）にまでii�］るとも｛ぷ

えられるが， 鎌六時代初JUh.:.fql（，）悦l二人以民がLtしてより伐んとなり， 現！7i・｛－Ji,の末寺として栄え

たが， 後世新義点パシ；ミ年＼＇Iii派末となって.5J.(Eに:'.iiっている。 この ；v：』査に際しては奈良l1<lil.t•!l-物

館の附崎議治・fjゲri•;£- • .!Li凹宗彦氏の御協力を頂いた。

1 美 術 工 芸

美術工ぷ郎門では絵画｜刻係じとくμ悦iii'，が多く先比されたが， 仁三郎｜”jでも）°.＇ lニの挺品が比

られた。 彫刻部門の優品はすで.，二女JIられたものが太郎分であり，紙数の郎合上主I］愛して，絵l凶・

工心仙の，，，より新発μのもの若｜：を選んで紹介したし、。

絵画 海(1：山、干の絵jil1jとしては桁本何色法華経変A'III火｜ー帆が符名であり，総i木皆色イ手日大

般J
・
f Iー六；有利lj象ー側、 l.!f£i也水食｜刈肘風とJじに京何II時iL博物館

＇

itこ
’
'M,1Eされている。 また.illl.米2年

.illイ'f.の五fil）），＼：内ド·！（の板絵ぷ;ff＼・(IYI)拶像も.l't屯である。 このほか昌：名なものとして， 本�の本時

，.ー1(1i鋭 ·rr立｛�良をti: i白した仏凶の耐j側に本lllf時代の板絵がある。 この似絵はむかつてk側に十

一1(1j制泊二米迎｜玄l， イi£lllr－こはMil吃終I I li'f, I :I火｜が対的iしてi白かれている。111,11屯久『日本』l,111lijの研

究』（11[1和19年）によれば，－／＇f而には文明5 :l"j:.絵削加賀守によってlNiかれた行の出， I ｝があると伝

えるが， 今1111の訓代では漆nJtに喰り込められていてult.訟できなかった。 ちなみにその；よし＇1•111こ

ぶされていた五人の供長 W：の名が， ム之..＇；£ 3 ::-1乙の「海fl::i 11.'i＝抗」fこ倣比する。 二1(1jとも同形同大

でそれぞれ縦・横約2 111 のー正ブJ形の11lij1(1iである。 そのためこの両似絵が， 仏後控c,rr:;1·1.:1ミiill!!.!)

の炎泌をなしていたともー与ーえられよう。11lij1r'fiの保イ（状態は比較的良灯ーで， よく 、＂1初の彩色を伐

してし、る。）d但t.r.ti'lt凶と， きめ網IIかなtlliき方は手前れた妓法をうかがわせるが， 一方人物のや

やぺ：．彩をょにいた1·<:lJlや波のHliき｝Jに特色が,r;
－
取できる。 以ヒ既知の,;v,=r，な作品に』IIえ， 今1111の

JMtf.で新たに多数の作品が発見された。 勿z倫仏阿が多いが， 花.（Jiilij， 山水画も出っている。 仏

111ijでは鍬:(ti時代の大成徳IJJJ王自民， l判北，：v1時代の三千仏l刈などがあり，｛也の大下は室 IIIJ時代以後

の｛乍，＇，？，である。 次t二住l iすべき（＇FM，をし、くつか紹介したし、。

大成徳切l王（象 1師 鎌fr時代

制i本若色（3申1,i 1 fili) , l'J州h， 縦141.5cm 繊76.9cm

これまで全く？ヒ日されなかつた｛守l’＼i

大作， ，，の大威符、切！王』こ通じるものである。r9珍；i'I＊隊五大｝！？
．
としては't.!..治2年銘をもっ岐阜県
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¥Iii.fl：山守総合 ，111,11出H';· (1)

米J辰三＇1＇五大切ーがflf(i－の「i二例 として｝干名で ある

が ， ここに一例を加えることになった。 火焔，，，.

;)('I··の背に坐し， イi手に安防. 9tlJ・仰を， ／じそ「ー

に仙・ 屯%・弓をJji(る。 右l『J；には火焔，，，じii'i:子

( ,'i光，＇ii J二）が立ち，／じ間には五供養��ii法がf�l'して

いる。 以上ほぽ；！こI辰寺本大威徳川ヨ＿:f�に一致す

るが， 大成徳川王の1\ijt乙7j(Jffiのi白かれている！.＇.（

と， ん；L: �·ιl' "J輸がH白かれている点が）
＇
•1なる。 回

1(1iのfyjみが_;ii;：しく，｜ズ｜除が－m1判然としないが，

xi京服路ιよって，この川愉，，，には，イi手に剣を

Jかつてλ｜そする恐らく六
’
I：文妹と！品われるf�がれ11/i

かれていることが
、
｜
’
I］切lした。 また， J［，外絞

り
／ft i:iH凶 海（！：

・
:111,'i'

’
'Ifft・lli,_IJZfi

じよれば，このl'J輸は帰宅，，，にあるのではなく ， 人・
l威徳l�J王より発するi�｝'.tの上ι来っているこ

とも切らかとなった。ti雌形としての文妹。古雌と， その教令総身たるJ�l成徳l�Jjニとの羽I 11：の関

係をノドしているとよLてよし 、。 しかし，この大威徳UJU.像1叫が五jひ！？
・
，，，の11µ1,iなのか，あるいは

党側i抄などじいう本仏M,l i＼：万立11)1(， 火；妹巴：�， そして， その教令愉身の）（／成秘ゆl王という｜民l係

で製（＇Iーされたー辿のl'F, 1
11
1
1のうちの1帆なのか速断できないが， －）j1j'i.現Jtのものであったと思わ

れるふしもある。 巻仰には， 「大凶総l�l.::lー申I,\海｛1:111 ！（＼＼＇ 依院｛｜・物Jとあって， この1 1µ;,iがげ1Hi:

山.＇1,'.:if.院｜誌に伝わったことを示している。 伐った彩色をμると， 色なお｛げやかで， 米 ・ Hやl作

・ i'，：・ 総 1
1fーを虫、j比的に｛火L 、 ， l勾身ifilや火間μはM診を Jilliし， さらに条Ii＼や尖には制！｜， じこi!.. ((l

ljlの細やかな1l＆金文；係を配し， 入念な11：上げを行なっているO f,'lilヌ！的1.：.はやや迫力を欠き， 、｜λ

紋な印象を免れえないが，なお引II情なWiきノjは 、lλ安時代末JUIの典別tな伝統の�加を成している。

以上のことからみ：1ズ｜は13世紀前＇！＇：�·こWiかれたと！目、われる。

0釈迦二！.1：像（漏出；；，，，.色） 3帆（tJトli1li) I Yi北，：vi時代

釈迦 縦105.8cm l品，46.9cm， 文殊 �［92.7cm 似i40. 8cm, 'll·'.l＇電話｛92.6cm I北40.8cm

三郎i刈をなしており， 1f,Jかつてイi 『.：. ii削l fに騎乗する文妹， ノピに象の·，＇'ff二乗る｝守'.l'tが)Jあ｛与をな

し， ，，，火の釈迦はお上に•
＇
i'i..を9%（き， その_L:にt,'flVAI以 外｜そしている。街i IIは利く， Hli帝京もノ｜二映で，

このH針。iの米Hd.の眼科を受けたとみられる仏画の特色をviiiえている。 なお釈迦三m1象は釈迦卜

六百ネ11像や大般l;'-1つ守丹羽1（象などとJl-t三fyj 11\＼， 多�f乙イ手口社とのl主Jf:系で数多く製作されたことが

知られており， 存i l祉の大般若絞りh長の際に佐川された。 木凶も先の春日大般若十六千円；布111象と

Jl-f，ι大般店経fJHiv二J IJ し、られたのであろう 。

0十六縦波閃（創H,z色） lMr,i <JJ十11!1h) 主lllfH午代 縦111.Ocm 桃52.3cm

各申I，＼とも図柄は懸ti?.や樹木を背）i（に一 人ないし二人の従おを伴う.liriU先｜ズ｜で、lメ｜｛象的には ｝；く郎

屯光院本十六縦波図（け1;.i，.：）に 一致する。大きさもほぼ同じでこの海Ll；山；＇J°＇本は市宋本の忠実な
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奈良悶立文化財研究所年報

ii去写本の一つと考えら；れる。潟H；
’
司iにわたるまで．よく iw

す－注目すベき作例で．ある。しかし， 屯光院本に比べ， 奥行感がやや員ljれ， Hli棋にもどこかljj.開

さが感じられ， 衣の文様には過度と思える入念さが認められるなど， il\i:；写l主J係における形式化

の傾向を右取することができょう。海住山寺本が如何なる司i的で伝来したのか切Jらかでなし、。

さらに海住山寺と大徳寺犠頭屯光院との11\Jにどのような関係が介在したのかも詳かにしがたい

が， し、ずれにせよ， 宋元仏国の受容を考える上でI合灯・の逃例と}J｝，われる。

0三千仏関（税i本三宮：色） 3師（凶i!i1h) 南北朝時代

釈迦 縦172.8cm横112.3cm， 阿ijlji陀 縦173.0cm横112.4cm， タJ,·WJ 縦172.Ocm横112.Ocm 

各幅とも千体仏に閉まれ， 中火に， それぞれ釈迦， 阿弥陀， 弥似jをMiいている。三千仏は文

献上では古くから宮中で‘修された仏名会の本尊としてJTJ＂、られているが， 京部Jj＿，隆寺のー幅本

の他には煩品は少なし、。この海H：山寺本には'fr怖の綾子？に「図絵事�輩出眼円 ）I阿／干時五I!武五年

戊ii，二月十七日記録」の退苫があり， ；＠武5年．法限円／I阪によってWiかれたことを伝えている。

また， 箱；！？によれば， 国分寺 (111城国分寺） に伝わったもので， 明治12年， 海（1:山手iーに移入し

たものである。版のJ1j l除による千休仏の下JWiの有無や法｜恨円｝／�
＇
iのことなど， なおW（ゆjすべき点

が残されている。この他に，海住山寺にはー IPh＼本の三千イム｜玄lが伝わっている。これは延文2 年，

加賀国板津庄薬師寺に施入されたものであるが， のち文切J 3 �I三に海住山ミザーに伝来したと解され

る£1:H_IJ:抜背記がある。

工芸 新資料として金銅能作生以一基が発見され花1=1された。 いわゆる官IJ筆形水）縦型式を

とり， i苓総，t:i22.9cm， 胴径10. lcm, 口部径4.8cmである。JJ同，1，火で上下に分れ， パヨネ ッ ト式

に組合わされる椛造で， ，＿，＿ ，に径6. 7cmの7/(,f/1宝珠（能「ド生）を納めてある。内外ともに鍍金を胞

し， 尖台上百ii間部， 11同下縁にlj'i.弁＆：！If文を表わしてし、る。な匠は間切jで）修!t5に力強さが感じら

れる。製作は鎌倉時代と考えられる。 なお， この他， 正＂；；－；；元年， 鋳物師丹治国忠（光ヵ）の銘

をもっ党錨が著名である。

2 書跡・古文書

古跡 ・ '"i!，文書関係で・は「千巻心経」と称すべき『般若心経』98巻とyj!｛.呆2 ::tJ三の文；立案がとく

に注目された。なおこの他に平安時代後JUJのfl治年川頃の奥山ーをヰニlする『大般若経』1部が放

されているが， 制査51ミ了のため今回の報告からは書lj愛する。

0般若心経（980部） 98巻 鎌倉時代中JUJ写

巻子本(lO;fll l巻）， 料紙斐紙， 出界線， b立表紙. �i·lith (11、J ！；＼＇.全米紙後till)＇縦26.8cm～27.0cm

全長3.88m ( 1例）' �巳数8枚（木紙のみ）' JR-市＇i20. 8cm， 界師1.9cm 

l巻に10部宛般若心経を；1：与するが， 現不Eは98巻（980部）を存している。心経千部占手とい

うことは古来しばしば行なわれて来ており， この心経のもとのffil数は不明であるが， 或はその

「千部心経」 または「千巻心経」といわれるものの一つではあろう。料紙には淡．山ノ子色を悦び

た良質の斐紙を月1い， tt�い稲荷茶色の斐紙に金銀小切箔を散した原表紙を千j·し， その見返は白
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海!l�1 I 1°.'r総合�JI，！抗報告（1)

茶j也m小切？白i放しとなっている。またWi悲· l�I 

茶持り染の糸に紫・1•'1糸を川いて搾模様を組みi持
/tiした原組を存するものも多く（fl I＿し破mは恥し；� ¥-. Ir J 
L、）， ;,1.�i奈塗合せ1/i1h C,J;t1/\h） を千lーする。 こ のよう ’ 主立

，岳

』ζ争，�tlflitl:l'
’ト

各巻f写のさF者を」Lると，1市tこ1在1/ 11;:. 2 ＂（，：にを

分れるものが」Lられるが，ほとんどのど！H主1巻 ム

1宅となっている。（11＿しその；！？ ’う’は－j<tι行な
一不r，心般第21:;<J

同一人の'f·iこ成りながら，われなかったためか，

/,i］一巻1/1でもJ’
I千円以に変化のμられるものがかなり認められる。

98巻1/1，奥·;i；のあるものは73りの1 巻のみである。 こ の奥， 1；は1/i1h千1-m1分にあり， 1/i1h木にJ!iliり

ィ、J·けられて表からはほとんと：
，J�む こ とができないが，弘、紙のため、ドにしてiv,11より透して読む

こ の「六｜－ 巻」とはいか

なるな味であろうか。この「1·({j＼心経」の市跡を見ると，かなり多くのご「ーに分れるようであり，

rircJミに定詰J｝：と比られるものは少ないと｝,llわれる。

ことができる。その臥文の｜、·｝1に「:<l::'.f!；六十巻Jl-J」（！と料1 ） とあるが，

したがって こ の「六十巻」 とは60ifilの芯‘で

;.i：；也市の心経は全100巻1J1の6どきであったものと巧えるのが妥 、11iであろう。記立につ いては

こ の心経が海 （u 11 °:f'にあL、かなる人物かを訂：かにしうrmし、O J@'i文lJ1 iこ「自民政大切羽11」とあるが，

この人ー lj)Jfillf土存日大lj)J神のことと叫われる。おそらくは出立は海（1:i 11 .'f, る こ とから考えると，

jうでは興制寺｜見l係のl':11であろう。

と こ ろでr海0：山寺丈 ，
l f.!)1/1のよ’ i永元壬ド（1232) 5 ) J日党｝＇£ ii＇，＇：文に「先日11iJJH1�之II�（�＇：心併す・在安

木仏内／i1Jl」とあり，n山｛1:lll:1/11二叩1,'Hこ，.. ifil心粁．を；1 ：：�ゲし本納されていた こ とがまIIられる。 こ

それとも多くの新車暴行を掠めて’A’ ｛； ，
I f ’デされたものかは不明であれがJ'Ul主ーへれによるものか，

しかし現存するこの心併．には市跡l二からJ＇ （陸軍とfi{(i与とされるものはなく，あるL 、 はこれとる。

しかしその」Ii'胤，紙質，J＜.級生�飾より凡て鎌灯時代1/1JUJでも六段了五は日！Jのものかもしれない。
このようにしかもその凶のl-fiil, 1｝ ’デ心経で，II＼に近い頃の�Pr’とよLるのが妥 、 ＇1iのようである。

白iか2巻（20l'HOのクくうよとをよLるのみというのは布ーイlーな砂！Jとしてrunであり， !l:11される。

剣ft:frll与代後JUI’ぅ：0海0:1.Li寺ft人等辿将起，：，＇i文案（札，，討� 2イド11月1611)

};i,l1占 ， 'i：は災n紙のj二に』かれ，i I了iif�i'代附紙2紙 、
r獄。縦29.8cm，横92.5cm, 1紙1;45_2cm 

の）JII本である。この起消火；集はさきに；f(�文化財に桁〉とされている『海fl：山手l：文｝f』のうち，

正安2年7 [J 18 [I，辿汗？元ゴ， ，＿ 9刀「l，弘安5�fl2Tl 6 I]. Xll''i兄l,l'-12) J 27「I, /ri]28口，.ill治3

天比；3�f2JJ511の胤ぷ・起；i'i文案と／，i］市であり，鎌:fr時代後JUll;J'iに－ -t,f;, 1 ；－ ’デさ玉nu1 2日，

れた文；！？案の一つである0 1/1 I止の海11:11n·，に1x:1する山平：｝は少く，i可能没後11\1もなくのJ1i］－＇；＇｛，の係

また1J1/II: YI民法！と午、！としてもイl川である。前文『i1,w:1111i-・文， ＇ f』l二ili 』IIj’ーを知ることができ，

,:: ;) 

さるべきものである。
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○ 海住1 1 1 寺額（承元２年銘）鎌倉時代後期

，愉材，彩色，縦7 2 . 5 c m，横5 2 . 0 c m，外縁部後補。根幹部は縦２材を矧i ､ l ･ け，外縁部は４方各

１材ずつで作られるｏ「海･ 住' 1 1 寺」の４文字は形を切り込象，白- ' 二を機上げるが，彩色は全体

的に剥落が甚しい｡筆者I 階空は承元３年（12 0 9）請われて存I : 1版法華経杵I i l j I WI の版下を, I ；いて
おり，興隔寺僧l l i でもとくに能蒋家であった。（田' ' １稔・百橋I ﾘ j 穂）

(2) ⑩
〔
千
部
般
若
心
経
奥
書
〕
第
沼
号

願
以
此
功
徳
廻
向
師
父
母

侍
共
悟
般
若
願
我
大
明
神
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海
住
山
寺
住
人
等
連
署
起
請
文
案

及
法
界
衆
生

定
意
六
十
巻
内

成
就
此
大
願

ハ
ー
フ
ク
ロ
ヲ

ー
凡
儒
川
僻
不
可
致
腹
哩
州
、
典
中
口
蒋
悪
行
錐
、

一
フ

罪
科
者
川
来
時
、
不
叩
上
子
細
ヲ
、
不
奉
脳
山
内
、

任
目
山
、
無
左
右
不
可
行
其
過
者
也
、
至
子
孫

伴
類
、
於
山
僻
不
可
致
煩
蒋
也
、

右
件
三
ケ
条
起
請
文
、
雌
経
未
来
、
永
、
ヘ
敢
不
》
川

有
改
愛
、
遠
近
普
可
告
言
留
山
、
講
篤
遁
常
雌

特
意
許
ヲ
、
巧
虚
言
ヲ
構
申
者
、
別
春
Ｈ
大
明
神

七
蝋
三
礎
、
海
作
山
鎮
守
謹
法
大
聖
慨
自
在
魚
、
惣

日
木
剛
小
六
十
余
州
有
勢
無
大
小
神
祇
笑
道
ノ

神
罰
其
罰
ヲ
、
各
身
ノ
毎
八
万
四
千
ノ
毛
孔
併
以
可

罷
蒙
状
所
請
申
如
右
、
敬
向
、

建
保
二
年
十
一
月
，
』
’
六
Ⅱ
正
六
位
上
源
朝
原
尚
在
判

正
六
位
上
安
陪
朝
匝
馴
助
在
判

正
六
位
上
安
陪
朝
臣
剛
基
在
判

正
六
位
上
安
陪
朝
臣
国
高
在
判

正
六
位
上
源
朝
臣
宗
商
在
判

正
六
位
上
源
朝
臣
尚
基
在
判

正
六
位
上
平
朝
臣
能
久
在
判

上
野
守
安
在
判

③
〔
海
住
山
寺
額
裏
墨
書
銘
〕

承
元
二
年
“
十
一
ｎ
“
Ⅱ
七
Ⅲ
蒋
之

〔
桑
門
〕

□
口
騰
空

６


